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河

田

嗣

語R

市首

t設

路
四
回
白
新
経
済
政
策
k
農
業

第
二
十
四
魯

四
九
六

部
三
娩

li 

露
西
亜
の
新
経
済
政
策
三
農
業

(二・
0
E
)

四

農

業

日一=ロ
，
庁

4t

用

戦
前
露
西
皿
に
在
つ
て
は
小
資
金

ω授
受
を
行
ム
こ
ピ
を
任
務
己
す
る
農
業
信
用
機
関
は
か
な
h
成
〈
行
沙
つ

て
居
た
o

そ
L
τ
こ
の
機
開
己

L
て
は
能
村
信
川
組
合
が
品
も
活
動
し
て
賠
に

ωで
あ
る
o
然
る
に
戦
時
及
戦
後

に
於
り
る
紙
幣

ω溢
畿
は
信
用
制
度
を
L
て
絡
に
立
つ
に
蕗
な
き
ま
で
の
困
難
仁
陥
ら
さ
る
を
得
3
ら

L
め
た

が
、
特
に
共
産
主
義
政
府
が
山
市
小
上
っ
て
か
ら
は

信
用
組
合
は
共
産
主
義
的
な
る
闘
家
組
織
正
経
済
組
織
己
仁

北
(
の
根
本
性
質
仁
於
て
一
致
せ
ざ
る
も
の
な
れ
リ
ピ

L
て
一
九
一
九
年
の
末
底
止
占
じ
ら
れ
る
こ
言
に
な
っ
た
も
の
古

虫、

ら

農
村
金
融
機
闘
は
全
滅
4
る
外
以
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
一
元
来
共
産
主
義
は
犯
経
榔
聞
を
認
め
す
貨
幣
を
否
認

L
M
m調
信
用
制
度
な
る
も
の
、
必
要
ご
存
在
の
意
義
子
伊
』
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
戦
時
共
産
主
義

ω

治
下
に
於
て
露
図
的
農
村
金
融
組
織
の
破
接
さ
れ
た
る
は
、
一
言
を
侠
た
す
し
て
明
か
な
る
所
で
あ
る
。

然
る
じ
新
経
怖
政
策
の
樹
て
ら
れ
る
ご
共
に
信
胤
組
合
の
必
要
は
再
び
認
め
ら
れ
る
に
至
り
、

一
九
二
二
年
十

へト」

'. 



二
月
二
十
二
日
の
布
告
を
以
て
再
び
必
然
承
認
せ
ら
れ
る
ζ

Z
仁
な
っ
た
c

げ
れ
ど
も
形
の
上
で
ご
そ
復
活

L
記

れ
、
そ
の
業
務
の
質
問
に
於
て
異
質
に
復
活
せ
ん
は
小
々
の
容
易
の
e

コ
」
で
な
〈
、
特
に
貨
幣
制
度
的
一
不
安
定
正

い
ふ
事
買
は
、
信
則
制
度
り
復
箆
を
車
賃
上
可
能
な
ら

L
め
な
か
っ
た
の
で
め
る
o
所
が
一
九
二
四
年
の
初
に
貨

幣
州
四
値
の
安
定
が
山
川
ら
さ
晶
、
に
至
っ
た
絡
め
に
、
信
用
制
度
も
訟
に
漸
〈
従
活
の
其
地
盤
を
得
て
、
農
村
信
用

組
合
の
活
動
も
漸
(
現
質
内
問
題
己
な
i

リ
得
る
-
』
ご
に
な
っ
た
。

農
村
に
於
り
る
小
額
資
金
の
授
受
を
風
滑
に
せ
ん
柏
崎
め
に
ソ
グ
ィ
エ
ト
政
府
は
一
九
二
四
年
的
秋
農
業
信
用
中

央
銀
行
を
設
立

L
た
o

そ
し
て
其
の
進
本
資
金
a

と
し
て
四
千
両
悦
を
岡
山
伴
よ
り
支
出
し
術
そ
れ
乙
同
額
を
ば
岡
家

銀
行
よ
り
借
用
す
る
を
得
る
も
の
ぜ
し
た
。
此

ω農
業
信
川
巾
央
銀
行
は
各
自
治
共
和
聯
邦
仁
於
り
る
同
伐
的
銀

行
ざ
そ
し
て
農
業
信
川
何
凧
己
を
基
礎
ご
し
て
北
(
上
に
立
つ
べ
き
も
の
正
し
・
此
の
組
側
の
最
後
の
地
盤
は
産
業

組
合
組
織
に
よ
る
信
則
金
伴
た
る
べ
き
も
の
と
ぜ
ら
れ
た
c

尤
も
此
等

ω農
業
信
刷
機
関
は
た
v
貧
し
き
者
に
謝

し
て

ωみ
資
金
の
貸
付
を
行
ふ
の
で
ゐ
っ
て
、
宮
被
な
る
人
々
に
謝
し
て
業
務
を
行
ふ
べ
き
も
の
に
あ
ら
す
=
せ

ら
れ
た
o

期
〈
て
政
府
は
一
九
一
一
五
年
内
者
に
は
飢
仁
一
低
留
倫
を
農
業
信
用
の
柏
崎
に
用
ゐ
た
の
で
ゐ
る
。

斯
〈
政
府
が
豆
一
矧
の
資
金
を
文
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

一
つ
に
は
共
産
主
義
的
な
立
場
か
ら

期
か
る
信
用
制
度
を
も
中
央
か
ら
組
織
し
上
が
ら
下
に
築
3
下
ゐ
す
風
な
組
織
さ
し
て
新
た
仁
治
b
山
さ
ん
正
し

た
絡
め
だ
ご
信
じ
ら
れ
る
o

一
冗
家
信
用
組
合
の
如
き
は
之
を
組
織
す
る
人
々
が
自
治
ご
共
存
共
助
ご

ω精
一
脚
か
ら

論

設

館
四
誕
の
新
魁
済
政
策
と
農
業

第
二
十
四
巻

四
九
七

第

擁
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露
回
現
白
親
紐
油
田
政
策
と
良
業

第
二
十
円
毎

論

讃

周
九
λ

第
三
観

五
回

白
後
的
に
下
か
ら
之
を
築
き
上
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
に
、

告
の
信
用
組
合
制
度
が

共
産
主
義
革
命

ω潟
め
に
有
形
的
に
も
精
一
脚
的
に
も
破
壊
さ
れ
て
、
人
民

ω聞
に
は
ま
だ
再
び
斯
か
る
自
助
的
な

努
力
を
錦
す
気
風

ω復
活
L
な
い
の
に
、
政
府
は
例
の
共
産
主
義
的
中
央
専
制
の
立
場
か
ら
、

之
を
園
家
的
に
上

か
し
り
遣
h
下
み
さ
ん
ご
し

τ其
功
を
ゐ
せ
っ
た
錦
め
に
、
絡
に
働
蘭
西
の
信
用
組
合
制
度
仁
於
て
之
を
見
る
や
う

に
、
組
合
は
只
管
政
府
の
支
出
金
に
た
よ
っ
て
貸
付
資
金
を
得
ん
古
す
る
じ
至
っ
た
潟
め
で
ゐ
る
o

古
今
一
つ
じ

は
信
用
組
合
は
元
来
一
面
に
於
て
は
貸
付
機
闘
た
る
ご
同
時
に
他
商
に
於

τは
貯
蓄
機
関
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
で
.
貯
蓄
ご
し

τ預
入
さ
れ
た
る
零
細

ω資
金
セ
集
め
て
之
を
貸
出
資
金
正

[τ
周
防
る
所
に
其
働
が
在
る
も

の
だ
の
仁
、
共
産
主
義
治
下
の
露
西
亜
で
は
貯
蓄
を
錦
せ
ば
搾
取
者
ピ
見
ら
れ
る
恐
ゐ
る
所
か
ら
、
多
少
経
済
に

除
機
ゐ
る
者
も
容
易
に
預
金
を
錦
さ
す
、
又
そ
の
預
金
を
錯
し
得
ぺ
き
徐
被
あ
る
人
々
は
農
業
信
用
の
必
要
な
き

も

ω
ご
し

τ前
述
内
如
(
之
を
排
尿
す
る
方

R
F取
ら
れ
わ
ι
も
の
げ
い
か
ら
、
組
合
ご
し
て
は
預
金
に
よ
る
資
金
調

速
の
道
な
(
、
止
な
を
待
や
貸
付
資
金
H
h

只
管
仁
国
庫
の
守
給
金
に
仰
が
ん
古
す
る
仁
歪
っ
た
次
第
で
あ
る
c

そ
れ
は
兎
に
角
』
己
し

τ現
今
露
西
直
に
於
て
農
業
の
錦
仁
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
資
本
は
ど
ん
な
紋
況
に
在
る
か
ご

鬼
る
に
、
戦
前
に
於
て
は
農
民
の
岡
定
資
本
は
大
約
一
入
、
四
九
七
・
七
百
万
留
ピ
稽
へ
ら
れ
て
居
た
が
現
今
で
は

大
凡
一
五
、

O
七
五
・
六
百
万
留
に
減
少
し
た
正
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
戦
前
欧
露
仁
在
つ

τ
u
農
家
一
戸
卒
均
の

固
定
資
本
は
九
九
六
留
で
経
替
資
金
は
固
定
資
本
の
二
八
・
六
併
に
蛍
る
己
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
一
九
二
三
年
及

晶、

歩、，



一
九
二
四
年
の
家
計
計
査
の
示
す
所
で
は
農
家
一
戸
卒
均
の
固
定
資
本
以
職
前
の
留
舗
に
換
算
し
て
八
七
六
留
六

五
ピ
立
て
ら
れ
て
居
る
。
之
を
経
傍
規
模
の
大
小
に
依
つ

τ分
類
し
て
示
せ
ば
、

一一口
m
m」
E-
以
下
の
播
祖
国
舗
の
本
白

盟

E
=
一五・七
O

一一・
0

一i
l
l
-
凹・

o
。

ハ
丸
五

回・

o
一1l
l
大・

o

" 

九
六
回
・

O
九

?
0
7
|入・

o
グ

一一二三・
O
四

入・

o
一
以
上

" 

一
六
四
五
・
凹
O

平
均

凡
七
六
・
六
五

そ
し
て
一
九
二
三
|
|
二
四
年
の
家
計
械
告
に
よ
れ
ば
年
々
の
増
加
率
は
二
・
四
%
で
あ
る
o

き
て
右
に
示
ず
所
は
す
べ
て
貨
僻
信
用
に
閲
し
て

ω
ニ
ご
で
ゐ
る
が
、
貨
幣
経
済
の
術
は
未
に
十
分
に
よ
〈
後

透
し
て
居
な
い
露
両
亜

ω農
村
に
在
つ

τは
、
こ
の
外
に
質
物
貸
付
が
必
要
ご
せ
ら
れ
る
場
合
が
少
〈
な
い
Q

毛

Lτ
そ
れ
は
主
に
殺
物
其
他
の
積
F
に
つ
い

τ行
は
れ
た
の
唱
ゐ
っ
て
、
革
命
前
に
在
つ

τは
此
の
目
的
の
潟
出

に
は
殻
物
品
単
備
資
金
な
る
も
の
が
在
っ
て
其
働
を
潟
し

τ居
柁
が
、
革
命
後
に
は
そ
れ
は
腹
止
さ
れ
た
。
然
仁
草

命
後
間
家
は
巨
額

ω穀
物
を
棋
の
手
中
に
貯
へ

τ居
る
か
ら
、
報
子
ご
し
て
必
要
な
る
穀
物
の
貸
付
を
行
ふ
こ
さ

は
容
易
に
出
来
得
る
所
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
一
九
二
二
年
に
は
岡
家
よ
b
三
千
三
百
万
プ

1
ド、

一
九
二
三
年
に
は

第

抗

五
五

第
二
十
四
巻

四
九
九

論

業

路
凶
亜

ω
朝
起
持
政
策
と
農
業

九

， . 



議

露
両
亜
の
新
極
済
政
策
と
農
業

諭

第
二
十
四
谷

五

O
円一

第

観

五
六

四
千
万
プ

1
ド、

一
九
二
四
年
に
は
二
千
六
百
万
プ

1
ド
の
穀
物
が
農
民
に
貸
付
け
ら
れ
た
。

叉
露
西
盟
で
は
従
前
か
ら
農
民
は
農
共
共
仙
の
農
業
用
資
本
財
を
信
用
買
に
し
て
居
る
習
慣
が
わ
b
、
畑
判
逸
の

商
人
な
ど
古
〈
は
此
の
方
而
に
随
分
活
動
し
て
居
た
の
ど
が
‘
そ
の
脅
慣
は
今
に
残
っ
て
居
る
o
然
る
に
一
九
二

四
年
に
は
農
民
は
農
業

m日
間
に
勝
し
き
欠
乏
を
戚
じ

τ居
た
に
拘
ら
守
、
同
借
工
場
に
於
て
生
産
し
た
る
用
具
類

を
農
民
に
寅
付
り
る
こ
ご
は
釧
底
出
来
難
い
紋
況
に
在
っ
た
も
の

rか
ら
、
農
民
に
封

Lτ
は
戦
前
仙
一
債
絡
を
以

て
三
年
乃
至
四
年
聞
の
信
用
貸
で
之
を
麗
っ
て
や
る
外
は
な
か
っ
た
。
こ
の
道
に
依
っ
て
信
用
的
に
責
却
さ
れ
に

る
も
的
、
便
秘
は
二
千
三
百
万
留
に
及
び
就
中
千
四
百
万
留
は
内
地
底
で
九
百
万
留
は
総
入
品
村
い
っ
た
。
併
し
そ

れ
で
も
仰
は
農
民
り
前
契
を
充
す
に
足
ら
す

九
二
二
年
に
之
を
獲
た
銀
生
農
川
資
本
則

ω
一
二
割
に
り
的
も
の
し

hr
得
る
抱
は
ゲ
る
山
肌
山
山
だ
っ
た
が
、
政
府
は
生
産
投
以
下
で
之
を
責
却
し
多
大
小
川
犠
牲
を
掛
う
た
潟
め
北
(
創
刊
一
年
に

は
大
い
に
其
額
を
減
少
す
る

ω止
む
を
符
F
る
に
品
目

L
r。

何
分
に
も
露
西
亜
山
産
業
を
復
活
せ
し
む
る
に
は
現
今
最
も
必
要
ピ
せ
ら
れ
る
は
資
本
で
め
る
の
仁
、
そ
の
資

本
が
革
命
り
た
め
に
破
壊
古
れ
、
又
共
産
主
義
思
想
仁
依
℃
貯
蓄
が
抑
制
せ
ら
れ
て
資
本
ご
し
て
の
生
成
を
妨
げ

ら
れ
た
柏
崎
め
に
、
廃
業
復
活
ゆ
事
業
以
旧
山
ふ
ほ
ど
に
捗
ら
す
、
骨
川
政
者
全
し
て
伯
一
慮
せ
し
め
っ
、
ゐ
る
有
誌
で
あ

る
。
農
村
り
版
刷
亦
一
般

ω版
記
に
旧
時
ら
み
γ
、
資
本
山
り
増
殖
ご
信
別

ω晶
棋
連
ピ
信
川
機
閥
的
整
帆
正
一
か
現
今
の
急

務
ご
し
て
鋭
意
之
仁
向
つ

τ政
府
ピ
民
附
正
の
努
カ
が
向
U
ら
れ
つ
、
ふ
る
衣
第
で
ゐ
る
臼

llrutzkus. a. a. O. S. 200-202 

Tschajanoff. a. a. O. S. 35百.
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五

農

産

物

市

場

農
業
的
資
本
主
義
的
な
嫌
燥
を
悶
ゐ
縛
め
に
は

農
産
物
の
市
場
ef
整
へ
共
機
能
全
十
分
に
す
る
」
ご
が
、
甚

r重
要
で
あ
る
が
、

露
西
亜
に
在
つ
て
は
従
前
ご
て
も
農
産
物
市
場
は
俄
b
整
備
せ
る
般
磁
で
は
な
か

っ
た
の

に
、
戦
附
共
産
主
義
は
一
切
の
商
的
取
引
を
禁
じ
た
結
果
、

市
場
は
全
然
破
壊
さ
れ

τし
ま
っ
て
、
農
産
物
内
地

市
場
は
一
時
消
滅
に
締
し
て
し
ま
う
た
有
機
に
っ
た
。
然
る
に
新
経
済
政
策
へ
の
縛
換
の
行
は
れ
る
ご
共
に
、
市

場
に
闘
す
る
問
題
は
嘗
然
に
重
要
の
問
題
ぜ
し
て
復
活
し

τ来
た
。
そ
し

t
一
九
二
二
年
の
敬
雄
知
に
至
る
ま
で

は
引
秘
き
た
る
不
作
り
潟
め
に
閥
民
食
樹
の
不
足
を
訴
へ
る
ほ
ど
の
紋
況
で
、
従
来
他
の
峨
洲
諸
国
へ
の
穀
物
供

給
幽
己
し
て
立
ウ
て
居
た
髭
西
亜
も
、

zτ
も
輪
出
の
こ
ど
な
ド
と
問
題
ご
な
り
得
る
勢
は
な
か
っ
た
。

然
る
に
一
九
一
一
二
年
の
股
穫
は
か
な
h
山
一
豊
作
に
っ
た
斜
め
に
、
内
地
市
場
は
飢
に
こ
れ
を
消
化
す
る
能
は
yc

る
欣
況
を
呈
し
た
。
内
地
市
場
の
斯
〈
狭
〈
な
う
た
の
は
、
都
市
住
民
が
著
し
〈
減
少
し
・
多
数
の
市
民
が
回
会

に
分
散
し
て
自
給
的
経
済
を
鋒
む
4
己
を
俄
儀
な
〈
ゼ
ら
れ
た
事
情
に
向
る
も

ωで
・
残
留
せ
る
都
曾
市
民

ω購

買
力
の
減
少
も
亦
拠
っ
て
力
が
ゐ
っ
た
。
内
地
市
場
が

Y
の
位
狭
〈
な
っ
た
か
ピ
い
ふ
に
、
戦
前
に
は
現
附
の
露

西
亜
の
版
刷
内
じ
於

τ取
引
せ
ら
れ
た
穀
物

ω量
八
億
プ

1
ド
仁
つ
詑
の
仁
、

一
九
二
三
年
に
は
穀
物
生
産
量
は

豊
富
ピ
っ
た
に
拘
ら
歩
僅
か
に
二
億
八
千
高
プ

l
ド
の
内
地
市
場
責
買
が
行
は
札
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
後
者
は

簡

設

露
岡
盛
白
新
組
持
政
策
と
農
操

第
二
十
四
巻

第

掠

五
七

五
O 

a 



両面

露
関
耳
目
新
組
韓
政
策
と
農
構

第
ニ
十
円
魯

E 
J、

ヨ王
O 

第

観

議

貰
に
前
者
の
三
割
五
分
じ
し
か
食
ら
な
い
切
の
で
ゐ
る
。

内
地
市
場
が
斯
(
の
如
〈
狭
小
山
り
も

ω
己
な
っ
た
結
果
外
国
に
謝
す
る
販
貰
は
従
前
よ
り
色
克
に
一
一
盾
意
義
の

大
な
る
も
り
さ
な
る
以
世
田
然

ω
こ
正
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
鴎
中
部
の
専
寅
事
業
E
し
て
行
は
れ
る
炉
ら
、
農
民
は
直

比
政
仁
そ
の
恩
恵
に
地
附
す
る
一
』
巴
は
な
(
な
っ
た
。
ぞ
し
て
其
の
専
資
組
織
が
品
川
b
に
官
僚
的
な
翁
め
に
多
〈
の
費

用
を
要
し
、
農
民
の
手
取
の
比
峡
的
少
い
こ
ご
が
非
難
さ
れ
た
。
穀
物
輪
出
に
要
す
る
費
用
は
一
九
二
三
年
の
秋

に
於

τ
一ア

l
v
に
就
き
七
五
再
ご
い
ふ
こ
ご
で
ゐ
っ
た
が
、
就
中
鋪
道
運
賃
の
錫
に
要
す
る
費
用
は
二
二
膏
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
戦
前
に
は
此
等
の
総
費
用
一
プ

l
r
三
O
帯
を
出
で
な
か
っ
た

ωで
あ
る
。
そ
L
て
右
の
専
寅

費
用
は
毅
物
倒
絡

ω筒
ド
七
割
五
分
に
相
骨
回
し
た
り
に
か
ら
農
民

ω手
取
が
如
何
に
少
な
か
っ
た
V
は
言
を
侠
た

な
い
所
で
め
る
。

爾
来
貿
易
世
帯
高
見
制
皮
は
大
い
に
改
善
せ
ら
れ
た
こ
己
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
農
民
に
満
足
す
べ
き
債
格

を
保
障
し
得
な
い
妹
況
に
あ
り
己
せ
ら
れ
て
居
る
o

穀
物
以
外
の
農
産
物
で
そ
の
輪
出
に
特
別
の
設
備
を
要
す
る
も
の
、
放
態
は
右
に
示
す
所
よ
り
も
真
に
一
一
暦
宜

し
く
な
い
。
就
中
最
も
著
明
な
も
沙
は
鶏
卵
で
あ
っ

τ、
戦
前
露
西
亜
は
そ
の
輸
出
図
ご
し
て
確
乎
た
る
地
位
を

占
め
て
居
た
の
ザ
ー
が
、
之
を
問
復
す
る
二
ご
は
中
々
容
易
な
ら
5
る
質
肢
に
陥
っ
た
。
そ
の
他
優
良
な
葉

ω栽
培

も
市
場
の
盤
以
な
い
品
川
め
に
減
少
し
、
廊
の
如
当
白
一
九
二
四
年
の
秋
に
於
て
一
プ

1
ド
の
倫
敦
市
慎
一
八
乃
至

員、



ニO
留
だ
っ
た
の
に
農
民
の
手
取
は
人
留
に
過
ぎ
仕
い
有
様
ピ
っ
た
。
新
hr
る
放
況
に
封

L
て
農
民
の
聞
に
不
満

の
存
す
る
は
い
ふ
迄
む
無
主
一
】
ご
で
あ
る
ご
同
時
に
、

そ
ん
な
紋
況
を
以
て
し

τは
外
国
輸
出
は
古
て
も
内
地
市

場
の
消
化
カ
の
不
足
を
補
ふ
に
足
ら
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

加
之
農
産
物
園
内
市
場
の
組
織
が
主
ご
し
て
凶
家
機
闘
の
手
に
属
し
て
居
る
ご
い
ム
-
」
記
も
、
賞
地
の
事
情
に

十
分
適
合
す
る
に
は
の
働
を
表
は
し
得
な
γ
で、

正
か
〈
手
の
廻
h
J
粂
ね
る
朕
践
に
在
っ
た
。
そ
し
て
私
的
商
業

が
其
中
に
交
は
つ

τ調
節
ピ
補
充
の
働
を
せ
ん
に
も
何
分
資
本
が
依
乏
L
て
居
て
ど

τも
容
易
に
肥
ふ
や
う
に
は

-
T
為、
1
9
a

、
ノ
ご
面
噌
二
、

F
2
1
引
M
e
J

引
M
d
f
'
m
k刈

l

内
地
市
場
に
於
り
る
農
産
物
の
債
格
は
国
有
機
関
正
副
・
添
に
従
属
寸
る
産
業
組
合
£
が
支

阻
し
て
居

τ殆
ん
H

と
綱
占
的
決
定
離
を
握
ワ
て
居
た

ω
で
あ
る
o

前
に
信
用
組
合
に
つ
い
て
之
や
述
べ
た
や
う
に
、
共
産
主
義
は
産
業
組
合
蓮
勤
ご
は
其
立
場
を
異
に
し
到
底
雨

立
し
雛
き
も

ω正
信
品
ぜ
ら
れ
て
居
た
か
ら
、
革
命
の
成
就
す
る
ご
共
に
露
西
亜
の
産
業
組
合
は
頗
る
商
目
を
異
に

す
る
も
の
ご
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
労
農
政
府
は
消
費
組
合
を
以
て
国
民
に
謝
す
る
物
品
配
給
所
ご
な

L
、
(
一
九
一
九
年
三
月
)
仙
の
産
業
組
合
は
す
べ
て
消
費
組
合
の
指
導
的
下
に
立
つ
べ
き
も
の
さ

L
(
一
九
二

O

年
一
月
)
産
業
組
合
は
従
前

ωや
う
に
自
治
的
な
凋
立
組
織

ωも
の
で
は
な
(
な
っ
て
岡
家
に
従
凪
L
中
央
よ
h

支
配
さ
れ
る
官
僚
的
組
織
の
も
の
に
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
o
農
村
の
産
業
組
合
も
幅
削
〈
て
一
時
は
一
方

農
民
に
謝
す
る
工
業
製
品
の
配
給
所
た
る
ご
同
時
に
他
面
に
は
農
産
物
の
徴
股
所
た
る
働
を
有
す
る
も
の

Z
な

ぬ、

「←ー

一品
jjn~ 
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i世

蕗
同
亜
山
新
総
凶
政
策
と
農
業

修
二
十
四
巻

五

O
四

'ä~ 

扱

，、。

b
J
・
然
か
も
農
民
が
之
に
農
産
物
を
納
め
る

ωは
受
取
っ
た

L
業
製
品
に
劃
す
る
交
換
ご
じ
ー
で
は
な

f
、
雨
者

の
聞
に
闘

4
b叫
間
務
上
山
町
通
・
均
も
な
り
れ
ば
嵐
山
民
的
闘
係
も
な
〈
、
記
愉
正
佼
怖
ご

4
川
h
y
h
リ
淘
h
t

ハ了

-
1

、!J

l

J

i

!

l

i

-

-

，
L
1
2
4

、
l
l
i

て
全
〈
共
産
主
義
的
原
理
に
従
て
行
は
れ
る
こ
正
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
o

然
る
に
農
民
に
謝
司
る
工
業
製
品
の
配

給
は
製
品
不
足
立
(
他
の
理
向
山
り
幼
に
極
的
て
僅
か
!
一
が
柏
崎
き
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
・
農
民
は
農
産
物
を
之
に

納
入
す
る
を
厭
ふ

1
段
々
伶
分
の
農
業
生
産
を
行
は
な
い
や
う
に
な
h
、
共
結
川
本
絡
に
一
時
農
村

ω
諸
多
産
業
組

合
例
へ
ば
製
油
組
合
・
畜
産
品
加
工
組
合
‘
乾
燥
組
合
、
製
粉
組
合

ω却
さ
は
大
部
分
業
務
官
休
止
す
る
仁
至
つ

1~ 
0 其

後
共
産
主
義
仲
宇
治
が
行
詰
る
に
弔
っ
て
か
ら
は
産
業
組
合
に
謝
す
る
政
策
色
自
ら
同
盟
化
す
る
F

、
ピ
に
な
っ
た

が
・
然

L
新
経
済
政
策
は
消
貨
組
合
に
劃
し
て
は
除

h
立
入
っ
た
干
沙
を
試
み
な
が
っ
た
。
然
る
聞
に
一
九
二
四

年
に
は
叉
彼
の
共
産
主
義
的
反
動
が
来
E
政
庇
は
泊
提
組
合
を
以
E
花
的
商
業
を
腿
迫
す
る
道
具
に
用
ゐ
ん
E
L

た
が
、
之
れ
亦
反
動
却
の
消
滅
ピ
共
に
行
は
れ
な
(
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ζ

の
波
澗
重
川
鎮
の
間
金
潜
っ
て
露
西
班
の
産
業
組
合
運
動
は
ピ
も
か
(
も
命
脈
を
維
持
し
て
来
た
の
で
あ
っ

て
、
其
立
場
正
す
る
叫
聞
に
大
い
な
る
動
揺
は
あ
う
た
に
せ
よ
、

農
村
産
菜
組
合
に
し
て
も
其
業
務
は
相
賞
に
行
は

れ
た
の
で
あ
る
o

却
も
例
へ
ば
一
九
一
一
一
一
一

l
ニ
四
年
に
於
り
る
農
村
版
責
及
び
購
買
組
合
の
取
扱
全
両
は
四
億
留

に
上
は
る
有
様
で
あ
っ
た
。

晶、

， ， 



そ
ん
な
風
で
露
西
亜
の
農
産
物
市
場
は
岡
家
機
関
E
産
業
組
合
己
の
支
臨
下
に
属
し
て
居
柁
の
ピ
が
、
主
(
の
組

織
の
欠
陥
か
ら
農
産
物
の
煩
絡
d
著
し
き
抽
出
動
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
o

郎
も
-
九
二
同
年
的
一
二
月
に
は
穀

物
の
償
問
間
以
前
年
秋
仁
比
し
て
二
倍
に
騰
貴
す
る
仁
至

h
、
輪
出
は
園
内
市
場
の
事
情
の
之
を
適
蛍
ご
す
る
程
度

以
上
に
盛
仁
行
は
れ
た
が
、

一
九
二
五
年
に
は
政
府
は
其
の
市
川
闘
を
抑
へ
る
錦
め
に
却
っ
て
三
千
七
百
高
プ

1
ド

か
ら
の
多
量

ω総
入
を
し
な
け

μ
ば
な
ら
な
〈
な
っ
た
。
ぞ

L
て
か
、
る
穀
債
の
縫
動
は
農
民
の
矯
め
に
は
決
[

て
利
盆
で
は
な
〈
、

一
九
二
四
年
春
の
著
し
き
勝
良
官
ら
農
民
妹
に
小
農
民
を
苛
む
る
所
が
少
〈
な
か
っ
た
。

ωも
小
農
民
は
租
税
を
納
め
る
必
要
上
秋
に
は
急
い
で
穀
物
を
寅
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
安
い
時
期
に
資
る
を
品
川
儀

な
〈
せ
ら
れ
る
の
に
・
春
じ
は
高
川
旧
な
般
物
を
純
子
己
し
て
買
入
れ
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
布
様
な
の
で
ゐ
る
。

然
し
乍
ら
新
々
経
済
政
策
は
断
次
北

(ω
地
歩
を
凪
め

τ行
く
正
共
に
‘
貨
僻
経
済
は
段
々
整
制
す
る
一
』
正
に
な

h
J
、
貨
僻
m
経
済
が
盤
削
す
れ
ば
市
場
も
整
ひ
其
働
も
国
治
に
な
る
は
嘗
然
の
成
行
で
あ
る
か

ι・
農
産
物
の
市
場

も
迅
々
に
復
活
す
る
遇
税
に
ゐ
る
は
、
疑
な
き
所
で
ゐ
る
o

経

漕

農

家

.晶.，、

共
産
出
義
的
理
論
に
は
仕
は
な
い
け
れ
ど
、

Z
に
か
〈
新
経
済
政
策
が
行
は
れ
る
や
フ
に
な
っ
て
か
ら
は
、
露

西
亜

ω閥
民
経
済
は
湖
弐
復
活
す
る
ん
策
連
に
向
つ

1
来
に
。
そ
の
気
運
は
農
業
方
面
に
も
引
は
れ
て
来
た
の

r

iiEH 

ヨ甚

路
凶
国
心
新
料
済
政
策
と
農
業

第
二
十
刊
巻

第
三
枕

五
O
五
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75砧

議

露
回
亜
の
新
経
済
政
策
と
農
業

第
三
十
凹
笹

五
の
六

第

枕

が
、
農
業
は
恰
も
一
九
二
二
年
が
農
作
だ
っ
た
も
の
に
か
ら
、
特
に
活
気
を
墨
す
る
こ
ピ
に
な
っ
た
め
で
ゐ
る
。

そ

Lτ.一
九
二
四
年
に
は
共
産
主
義
的
反
動
の
ゐ
る
所
へ
も
っ
て
来

τ作
物
も
不
作
で
ゐ
っ
た
が
、
併
に
新
経
済

政
策
の
下
仁
大
分
地
歩
が
闘
め
ら
れ
て
来
た
か

h
、
そ
の
匁
に
叉
折
角
の
か
抗
運
が
従
っ
て
し
ま
う
こ
さ
は
な
か
っ

た
。
郎
ち
一
九
一
二
年
頃
か
ら
は
農
民
は
一
時
自
給
経
済
の
火

ω中
に
b

「
り
込
ん
で
居
た
航
路
か
ら
少

イコ、

這
ひ
出
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
農
産
物
市
場
は
ま
vh
甚
に
盤
は
な
レ
有
様
に
っ
た
に
拘
ら
宇
、

、.

d
」

4
0
引

μ

〈
市
場
生
産
を
行
ふ
ピ
レ
ム
}
』
ご
が
農
民
に
俄
R
T
の
生
産
を
縛
す
刺
戟
を
奥
へ
た
。

露
西
亜
に
於
り
る
戦
時
以
来

ω農
作
付
商
積
り
減
少
は
一
九
二
二
年
で
底
を
入
れ
た
次
第
で
・
戦
前
に
比
較
L

て
作
付
組
内
減
少
は
凡
そ
三
分
-
に
迭

L
た
の
だ
っ
た
o

そ
の
以
後
は
漸
衣
復
活
の
脚
晴
元
を
辿
へ
た
が
、
何
分
に

も
戦
守
に
引
船
ド

τ革
命
が
行
は
れ
、

農
地

ω手
入
は
怠
ら
れ
除
草
色
施
肥
ち
十
分
に
は
せ
ら
れ
な
ド
で
居
た
も

、ノ
J
Y

園、
a

司
フ
、

パ

μ
9
t
力
rbt

さ
な
き
に
に
農
地
の
生
産
率
の
低
い
露
西
亜

ω農
業
は
更
に
著
し
く
そ
の
率
を
減
守

F
る
を
得
な
か

っ
た
c

試
に
一
九

O
九
年
以
後
各
五
年
間
平
均
の

U
E」
ωzpo
嘗
ち
穀
物
牧
稜
率
を
見
る
に

一九
O
A
l
l
一三年

一
九
一
四
l
l
一λ
年

一
九
一
九
l
l
l
一一一年

五
回
・
九
プ
l
ド

五
一
・
ニ
ク

四
ニ
ム
ハ
ク

ピ
い
ふ
有
機
で
最
初
の
五
ヶ
年
平
均
に
比
す
れ
ば
最
後
の
五
ヶ
年
卒
均
牧
穫
量
は
二
一
・
一
ニ
プ

1
ド
(
二
割
二
分
四

犀
)
を
誠
じ
た
の
で
あ
る
。

-、.

や』



従

τ穀
物
の
総
生
産
量
も
著
減
せ
ぎ
る
を
得
す
、
茸
(
の
数
字
は
一
九

O
九
年
よ
b
一
一
二
年
に
至
る
五
ヶ
年
平
均

の
主
要
穀
物
生
産
総
量
問
、
五
入
一
・
入
一
白
高
プ

1
ド
に
っ
た
も
の
が
一
九
一
四

l
一
八
年
平
均
四
、
二
四

7
六
百

高
プ

1
ド
仁
減
じ
芸
品
怯
各
年
の
生
産
量
は

一
丸
一
九
年

=一、
E
二四・一

一九ニ
O
年

、七九四・
O

九

年

一、九六え・

c

九

年

、一一

E
K
-
C

JL 

年

三
、
一
七

0

・。

一
九
二
四
年

一
、
六
ニ
ニ
・
八

で
新
経
済
政
策
が
行
は
る
、
に
至
っ
て
か
ら
で
も
そ
の
以
後
四
年
間
の
平
均
牧
穫
量
は
一
一
、
七
五
四
・
七
百
高
ア
1

ド
に
過
ぎ
守
、
戦
前
に
比
す
れ
ば
四
割
方
少
い
の
で
あ
る
o

其
他
馬
午
羊
豚
等
の
飼
育
数
も
移

L
き
減
少
を
一
不
L
花。

そ
ん
な
状
腿
で
ゐ
る
か
ら
、
農
民
の
質
際
生
活
に
於
て
も
事
情
は
巾
々
容
易
に
改
善
せ
ら
れ
十
、
戦
前
に
比
し

大
分
劣
っ
た
生
活
に
甘
ん
宇
品
外
は
な
が
っ
た
。
卸
も
一
九
二
四
年
に
至
る
も
向
ほ
農
民
の
消
費
I
る
桶
々
の
日

用
品

ω量
は
戦
前
に
比
L
少
量
は
五
分
二
多
量
も
四
分
三
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
試
に
主
な
る
数
積
り
品
物
に
就
い

て
見
る
仁
一
九
ご
二
年
い
し
謝
す
る
一
九
二
四
年
の
人
口
一
人
嘗
h
推
定
消
費
量
歩
合
は
、

前

露
関
亜
申
新
艇
油
開
政
策
と
農
業

第
二
十
四
巻

第
三
杭

王

o
t

叢

... 



面指

捷燐
寸
煙
草

↓

1
h
 

イ

-u

崎
製
品

議

七
一
一
拓

大一凹七
問
。
三
九 盛

岡
市
皿
目
新
紐
済
政
策
と
農
業

(
単
位
封
皮
)

へ
初
)
(
喫
煩
単
位
)

(ア

l
r
)

(
ア
ル
レ
ン
)

銅時砂紙
儲糖

第
二
十
問
答

五
O
八

第
三
観

六
回

ー一一一一一一一一一---， ....-一一ニハ

，-.. ，-.. ~-.. ，-.. 

同プ同封
fif. 

ド，~ -

ご
い
ふ
布
慌
で
ゐ
っ
た
。
之
は
総
人
口
に
沙
つ
て
の
よ
ご
で
あ
る
が
、
農
民

ω消
費
航
路
は
都
市
住
民
の
そ
れ
に

比
L
一
1
著

L
〈
劣
っ
て
居
る
こ
正
を
見
瑞
て
て
は
な
ら
泊
。
之
れ
が
柏
崎
め
無
跨
階
級
支
配
の
政
治
は
や
は

h
資
本

っ
た
。

主
義
に
於
げ
る
正
岡
慌
に
都
市
住
民

ω利
盆
の
柏
崎
め
に
回
合
住
民
を
犠
牲
に
す
る
ご
の
識
の
起
る
を
避

得
な
か

一
九
二
四
/
一
一
五
年
に
於
げ
る
去
な
る
工
業
製
品
り
郡
部
位
民
一
入
賞
h
消
費
比
帥
棋
を
示
せ
ば
友
表
の
如

き
も
り
で
あ
っ
た
。

品
H

金砂柿石燐姐
嵐粧品単油、l
製品
目

"" 
明

1~ 
封
底
油封
皮
メ
ツ
ツ

封
皮

司一
』とj
一二・九

一
七
・

c
九
・
一

一一・四
一一・回
一一・一一

二
五

-
C

凹
λ

・o
=一0
・六

三
九
・
Q

凹
0

・。
ド
』
・
ド
ト
M

都
市

同
A> 
山

コ
7
0

一円・
0

五・

o
大・一一
五
・
入
牟・
L

田
舎
消
費
量
。
封

都
市
消
費
量
世
合

λ
入
一一一

司

A

、
一J
J

-
4
、
一J
F

一五
二
七

舗
を
除
(
以
外
は
悶
合
住
民
の
消
費
量
は
都
市
住
民
の
消
費
量
の
二
制
若
(
は
そ
れ
以
下
ピ
い
ふ
著
し
い
有
様
を

墨
し
、
端
で
す
ら
入
剖
入
歩
を
抽
制
捜
し
得
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
勢
農
政
府
は
都
曾
の
住
民
に
成
る
ぺ
〈
安
債
な

‘、

a 



る
食
料
品
を
供
給
す
る
-
』
ご
に
は
大
い
に
注
意
し
努
力
す
る
所
が
ゐ
っ
た
が
、
国
合
住
民

ω柏
崎
に
工
業
製
品
を
安

(
供
給
す
る
こ
ど
に
は
力
及
ば
す
・

工
業
的
不
振
正
北

(ω
生
産
柴
山
崎
賞
ご
の
潟
め
に
、
間
合
り
位
以
は
高
き
工

業
製
品
を
然
が
も
不
十
分
に
貝
取
り
得
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
o

都
命
M

に
在
つ
て
は
叫
労
働
者

ω賃
金
は
生
活
仁
必
要

な
る
物
倒
指
数
に
池
山
崎
L
て
定
め
ら
れ
た
が
ら
、
共
的
生
活
仁
は
除
L

リ
多
〈
の
閤
難
な
〈
、
乱
肌
曾
正
義
的
経
済
に

直
叫
山
奉
加
せ
る
者
は
共
生
活
じ
謝
し
て
顧
慮
ー
が
捕
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
農
民
に
叫
到
し
て
は
ご
か
(
注
意
ご
施
設
ピ

の
及
ば
な
か
っ
た
妹
ゐ
る
を
免
れ
得
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

農
民
の
中
に
在
っ
て
も
共
産
主
義
革
命
以
後
に
庇
つ

τは
比
較
的
大
き
な
農
民

ω艇
捕
慣
が
抑
服
せ
ら
れ
た
怨

め
、
比
(
小
人
部
分
は
分
解
L
一
1
、
hy~
に
胤
し
工
居
た
人
々
は
各
々
分
立
し

τ小
川
組
協
酬
を
管
む
や
う
に
な
ム
リ
、
主
(
り
経

演
は
貧
弱
で
北
(
生
活
は
み
ぢ
め
な
も
の
た
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。

例

τ少
し
〈
又
露
両
却
に
於
け
る
農
業
統
傍
欣
般
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
大
部
分
は
戦
前
か
ら
併
に
自
家
勢

働
を
以
て
す
る
小
山
風
級
鐙
に
嵐

Lτ
居
た
の
で
あ
っ

τ、
欧
露
間
十
九
臓
の
殺
物
作
付
地
の
一
樹
八

M
rけ
の
も

の
が
他
人
山
一
労
働
に
依
て
生
産
を
行
ふ
大
腿
業
に
一
周
し

τ居
た
o

そ
L
て
所
調
大
農
地
の
総
面
総
小
三
分
二
は
小

作
に
附
せ
ら
れ
て
居
た
o

大
般
に
於
り
る
農
地
紙
管
上
の
分
配
の
朕
況
は
次
表
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
。

百
一
山
口
何
回
」
且
・

一
二

0
・ニ

二
0

・0

農

民

自

作

地

小

作

地

七
二
・
五

山首

JW: 

五

M

坤
阿
描
白
紺
料
消
政
策
と
農
業

第
二
十
回
答

五
O
丸

第
三
蹴

-、‘・

法



論

設

". ，、
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路
四
亜
の
新
艇
済
政
策
ξ
農
業

第
三
十
四
巻

五

O 

第
三
杭

自
己
紹
管
忙
屈
す
る
私
有
地

固

有

地

都

市

有

地

寺

院

有

地

て
?
C

王
・
二

六・

o

合
計
二
ハ
六
・

o

t

・λ
一一一・一
=
7
じ

0

・A

一0
0

・。

革
命
の
結
果
在
有
大
農
地
経
管
ピ
い
ふ
も
り
は
な
〈
な
h
、
そ
の
代
h
仁
困
替
ご
い
ふ
新
形
式
が
表
は
れ
た
の

ピ
一
炉
、
併
し
そ
れ
は
た

v
僅
か
に
試
験
場
的
な
働
を
錦
す
に
過
ぎ
な
い
で
其
の
生
産
上
仁
一
於
り
る
意
義
は
殆
ん
ど

諭
す
る
に
足
る
ま
で
に
立
至
つ

τ活
な
レ
。
そ

Iτ
自
作
農
地
の
大
部
分
は
原
則
正

Lτ
自
家
勢
倒
仁
依

τ経
替

せ
ら
れ
る
の
ど
が
‘
そ
の
牧
盆
ピ
従

τ農
家
縦
糠
ピ
に
は
少
か
ら
さ
る
筏
庭
ゐ
b
、
自
作
農
家
じ

Lτ
他
人
の
拍
労

働
を
使
用
す
る
も
の
も
少
か
ら
示
、
ゃ
、
大
な
る
経
畿
を
潟
す
も
の
は
季
節
的
移
縛
持
働
者
を
雇
ム
か
、
小
農
民

を
雇
ふ
か
し
て
届
た
の
で
ゐ
品
。
雇
傭
労
働
は
北
部
地
方
よ
り
も
岡
部
地
方
に
於
て
多
〈
行
は
れ
わ
い
。

モ
し
て
露
両
亜
鹿
島
掃
の
特
色
の
一
は
労
働
集
約
純
鋒
ゆ
行
は
れ
る
こ
ご
で
あ
っ

τ‘
一
単
位
両
政
に
於
り
る
農

業
生
産
投
の
比
較
か
ら
い
へ
ば
、
欧
露
の
農
業
正
直
米
利
加

ω農
業
ご
は
大
館
似
に
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
後

者
よ
り
も
三
倍
多
〈
の
拙
労
働
を
用
ゐ
る
の
で
め
る
。
然

L
貨
際
的
に
は
そ
れ
は
少
し
労
働
集
約
に
過
き
た
る
嫌
あ

る
を
免
れ
雄
(
、
勢
力
の
利
用
の
上
か
ら
い
へ
ば
農
村
人
口
の
有
す
る
労
働
力
の
三
分
一
が
有
効
に
用
ゐ
ら
れ
1

居
る
に
過
ぎ
古
る
も
の
正
信
じ
ら
れ
る
。
ニ
の
蚊
践
は
我
閣
の
妹
態
Z
よ
〈
似
て
居
h
、
そ
の
意
味
に
於

τ農
村

の
人
口
過
剰
が
言
ひ
得
ら
れ
る
ご
岡
崎
ド
h

・
農
業
経
倍
の
資
本
的
銚
乏
を
否
定
し
難
〈
、
そ
の
改
善
策
己
し

τは

今
少

L
〈
崎
労
働
を
節
約
し

τ資
本
的
に
集
約
に
す
る
を
要
す
る
も
の
正
せ
ら
れ
る
。

， ， 



ぞ
ん
な
風
だ
か
ら
露
西
並
農
民
の
労
カ
に
劃
す
る
報
酬
は
比
較
的
僅
少
な
る
を
免
れ
字
、
凪
よ
り
地
方
に

4
b

相
違
は
あ
る
が
、
卒
均
的
に
之
を
見
℃
戦
前
欧
露
に
於
り
る
農
民
一
人
常

b
傍
仙
所
得
は
五
四
・
七
留
に
過
ぎ
な

か
っ
た
o
然
る
に
戦
附
巾
hr
ら
革
仰
矧
に
引
縦
き
そ

ω僅
か
な
る
報
酬
も
市
民
仁
減
少

L
、
一
九
一
一
間
年
仁
於
て
は

一
人
苧
均
四
三
・
一
一
留
を
出
で
古
る
有
機
に
な
っ

τ
Lま
っ
た
。
然
ら
ば
農
家
一
戸
の
経
替
牧
盆
は
ご
い
V

ふ
仁
、

一
九
二
ニ

l-
一
一
二
年
の
家
計
々
査
に
J
れ
ば
経
接
面
積

ω♂
大
小
に
肱

ι大
館
戎
衣
の
如
き
も
の
ご
計
算
せ
ら
れ

た
。
(
金
額
は
戦
前
の
留
師
聞
に
よ
ち
一
市
す
)

粧

皆

却

棋

(
口
何
回

ω」
見
)

0
・一

l
iニ・
o
o

--・

o
一
ー
ー
四
・

υ
o

凹・
O
一t
l
l
L
ハ・
0
0

六・
o
-
l
l
λ

・0
0

八・

o
了
l
以
上

農

業

帥

肱

輩

f也

政

入

一一一一一了一八

ニ一

0

・E
七

一一一
0
0
・一一

山一=了一ニ一

五
ニ
七
・
六
O

七五・
0
五

七
二
ニ
ニ
八

人
間
・
五

O

一一七・五一一

Z

E

A

、L

プ
1

・j
訓

半
均
二
六
七
・
山

七
九
・
九
五

郎
も
縦
笹
規
模
の
大
き
な
も
の
は
い
と
収
入
は
営
然
に
多
い
凶
一
に
が
、

肱

入

合

計

ご

O
ニ
・
二
三

ニ
八
二
・
九
五

三
八
四
・
六
一

翫一

=
0
・λ
一二

五
九
=
了
二
丸

四
七
・
凹

併
し
前
に
示

L
た
や
う
に
路
面
皿

ω農
民
に

に
僅
少
な
る
所
得
仁
甘
ん
じ
て
胤
る
一
】
ピ
が
わ
か
る
o

は
小
農
縮
崎
営
者
が
多
(
一
一
口
日
告

E
E
以
下
を
経
営
す
る
も
の
最
も
多
数
な
る
を
忠
へ
は
、

農
家

ω大
部
分
は
質

年
般
入
合
計
健
か
に
-
一
百
留
依
り
な
る
を
見
る
有
伐
で
あ

る
o

我
闘
の
農
家
枚
入
も
少
い
が
叫
晶
画
型
め
農
家
牧
人
も
泊
仁
少
レ
も
の
で
は
な
い
か
。

外

ω枚
入
を
も
加
へ

E
の
請
で
、

然
か
も
そ
れ
は
農
業
以

路
同
盟
由
新
制
掛
政
策
と
農
業

若

L
農
業
か
E
的
純
股
盆
に
り
を
見
れ
ば
、

王I

諭

叢

共
額
は
夏
に
少
〈
僅
か
に
一
二
三

第
二
十
四
巻

第

掠

、
F

J

L
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叫
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掛
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亜
の
新
桜
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間
政
策
と
農
業
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留
に
過
ぎ
な
い
。

試
に
M
官
制
M
M

何
規
模
に
於
り
る
農
業
純
牧
盆
が
般
入
合
計
仁
劉
司
る
制
令
を
示
せ
ば

/
O
 

O
/
 

六

0
・九円

七回・四一一

0
・一

l
lニ・
c
n

一一・
O

一ー
l
凹・

oσ

凹・

o
一ー
i
六・
O
わ

六・

o
一
λ

・0
0

入・

o
一
以
上

七八・
O
一一一

じ
ヒ
・
八
ム
八

入入・丸一一一

""1;;' 
Y"'J 

七
六
・
九
九

最
も
小
規
模
な
る
農
業
を
倍
む
者
に
庇
つ
て
は
農
業
か
ら
の
牧
盆
は
僅
か
に
六
割
強
に
過
ぎ
な
い
o

そ
れ
は
つ
ま

h
操
業
に
け
や
っ
て
脂
た

ω
で
は
食
へ
な
い
で
‘
他
に
牧
入
仙
一
道
を
誹
じ
司
令
』
れ
で
糊
〈
生
き

τ行
り
る
よ
子
竺
京

す
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
や
、
大
規
棋

ω経
抗
日
を
骨
川
す
者
己

τも
亦
農
業
以
外
他
仁
枚
入
を
求
め
て
脂
る
-
』
ピ
右

求
の
知
〈
な
り
己
せ
ば
、
要
す
る
に
露
西
班
に
於
り
る
農
業
人
口
の
過
剃
ご
レ
ふ
事
貨
を
知
る
」
ご
が
出
来
る
E

岡
崎
に
良
民
一
般

ω農
業
枚
入

ω如
何
に
少
〈
そ
の
生
活
の
如
何
に
貧
弱
な
る
か
を
知
る
を
得
る
次
第
で
あ
る
。

併
[
ご
に
か
〈
に
も
農
民
は
自
己

ω労
働
正
業
務
正
か
ら
獅
包
を
獲
る
こ
ご
が
山
家
る
の

T
あ
っ

τ、
働
き
Z

へ
す
れ
ば
大
・
版
餓
死
す
る
こ

Z
は
な
(
、
其
的
意
味
に
於
て
は
農
業
ピ
い
1

よ
業
務
ほ
ど
安
全
な
業
務
い
な
い
G

露

画
商

ω農
民
は
唱
」
山
り
安
全
な
る
燥
機
に
か
ぢ
ム
リ
り
レ

t
共
産
主
義
の
大
革
命
ご
い
ふ
紅
側
怒
泌
を
切
h
白
り
て
来

た
の
で
あ
る
。
そ
t

し
て
新
経
隣
政
策
の
確
定
は
漸
究
農
業
の
復
活
ど
新
た
な
る
畿
展
ご
を
促
し
っ
、
あ
れ
ば
、
今

後
は
徐
々
な
b
4
も
多
少
づ
、
は
露
両
国
的
農
業
主
農
民
正
の
紋
践
は
良
〈
な
る
も
の
ご
信
じ
得
吋
き
埋
由
ゐ
毛

衣
第
で
ゐ
る
。
(
終
)
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統計去は主正 Lて後者に訓話る。
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